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福岡県遠賀都
水　巻　町　発　行

群
一
畳
力
の
入
る
救
助
訓
練

い
た
る
所
で
高
層
建
築
物
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

遠
賀
郡
消
防
署
で
も
、
こ
の
高
層
ビ
ル
で
の
救
助
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
た
め
、
各
班
で
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊

を
繍
成
し
、
署
の
横
に
仮
設
し
た
訓
練
場
で
、
毎
日
、
救

助
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

火
災
は
、
財
産
を
な
く
す
だ
け
で
な
く
、
尊
い
命
さ
え

な
く
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
火
の
元
に
は
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
訓
練
に
励
む
遠
賀
都
消
防
署
員
）

町の人口
（50年6月末現在）

人　口　24，113

男11，696

女12，417

世帯数　7，162
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暴力追放宜言
町議会でも

暴力追放対策特別委員会を設置

暴
力
は

見
た
ら
聞
い
た
ら

二
一
〇
番
〟

伊
左
座
小
－

吉
　
田
　
小
－
・
】

校
歌
が
完
成

筑
豊
や
北
九
州
地
区
で
暴
力
団
抗
争

事
件
が
ひ
ん
ば
ん
に
起
き
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
住
民
が
安
心
し
て

住
め
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
暴
力
追
放

に
全
町
あ
げ
て
た
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

町
議
会
は
、
暴
力
追
放
対
策
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
全
議
員
が
要
員
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
ま
た

町
で
も
議
会
と
一
体
と
な
り
、
町
内
の

各
種
団
体
の
協
力
を
求
め
、
警
察
と
連

絡
を
密
に
し
て
、
ど
ん
な
小
暴
力
で
も

見
逃
す
こ
と
な
く
勇
気
を
も
っ
て
行
動

を
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
、
小
さ
な
暴
力
で

も
泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
な
く
勇
気
を

も
っ
て
追
放
す
る
よ
う
に
行
動
を
お
こ

し
ま
し
ょ
う
。

と室、＿＿＿！…モ＿「～

Ｌ∴．．、　∴

校
歌
も
完
成
し
、
歴
史
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
伊
左
座
小
学
校

都
市
計
画
街
路
の

説
　
明
　
会

町
で
は
、
か
ね
て
か
ら
都
市
計
画

街
路
の
計
画
案
を
作
成
中
で
し
た

が
、
こ
の
た
び
水
巻
町
都
市
計
画
審

議
会
な
ど
と
協
議
し
て
計
画
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
も
よ
り

の
会
場
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

説明会
ノゝ
コミ

伊
左
座
小
学
校
と
吉
田
小
学
校
の
校

歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
下
二
小
学
校
を
二
校
に

分
離
後
、
す
べ
て
の
も
の
が
新
し
く
な

っ
た
中
で
、
両
校
の
校
歌
の
制
作
が
急

が
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
校
歌
の
完
成
後
六
月
二
十
六

日
、
二
十
七
日
の
両
日
全
校
生
徒
を
集

め
て
指
導
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
左
座
小
学
校
校
歌

作
詞
　
白
石
禎
輔

作
曲
　
米
倉
マ
サ

一
、
筑
紫
の
山
に
　
日
は
の
ぼ
り

い
ま
明
け
そ
む
る
　
水
巻
よ

光
り
か
が
や
く
　
学
び
舎
に

つ
ね
に
か
し
こ
く
　
わ
れ
ら
あ
り

伊
左
座
　
伊
左
座

わ
が
母
校

二
、
遠
賀
の
流
れ
　
水
清
く

里
う
る
わ
し
き
　
水
巻
よ

永
遠
に
な
つ
か
し
　
学
び
舎
に

こ
こ
ろ
ゆ
た
か
に
　
わ
れ
ら
あ
り

伊
左
座
　
伊
左
座

わ
が
母
校

三
、
遠
賀
の
水
門
は
　
波
あ
ら
く

競
い
さ
か
ゆ
る
　
水
巻
よ

そ
び
え
て
高
書
　
学
び
舎
に

あ
ゝ
た
く
ま
し
き
　
わ
れ
ら
あ
り

伊
左
座
　
伊
左
座
・

・
わ
が
母
校

吉
田
小
学
校
校
歌

作
詞
　
▼
白
石
禎
輔

作
曲
　
米
倉
マ
サ

一
、
筑
紫
の
山
な
み
　
は
ろ
ぼ
ろ
と

。
ざ
め
明
㌢
。
は
の
ぼ
る

歴
史
も
古
き
　
水
巻
の

み
ど
り
ゆ
た
か
な
　
わ
が
母
校

あ
ゝ
光
あ
り

吉
田
小
学
校

二
、
饗
の
海
鳴
り
　
遠
く
よ
り

よ
い
子
強
く
と
　
助
ま
す
や

未
釆
に
富
め
る
　
水
巻
の

の
ぞ
み
あ
ふ
る
る
　
わ
が
母
校

あ
ゝ
　
栄
あ
り

吉
田
小
学
校

三
、
遠
賀
の
川
風
　
さ
わ
や
か
に

仲
よ
く
あ
れ
と
／
岡
に
吹
く

住
み
よ
い
町
よ
　
水
巻
の

日
に
あ
ら
た
な
る
　
わ
が
母
校

あ
ゝ
　
誉
あ
り

吉
田
小
学
校

、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
・
、
ヽ
、
ご
ヽ
、
・
．
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｒ
く
ト
ｌ
く
ヽ
ヽ
ヽ
さ

い
か
が
で
す
納
税
組
合

報
償
金
も
で
ま
す

隣
組
単
位
の
気
の
合
っ
た
人
た
ち
で

納
税
組
合
を
つ
く
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
納
税
組
合
を
つ
く
ら
れ
て
、

納
期
内
に
全
員
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、

納
税
金
額
の
百
分
の
五
が
組
合
報
償
金

と
し
て
還
付
さ
れ
ま
す
。

お
仕
事
が
あ
れ
ば
役
場
ま
で
行
く
時

間
が
な
い
の
は
当
り
前
で
す
し
、
税
金

を
納
め
に
行
く
だ
け
で
役
場
ま
で
出
か

け
る
の
も
お
っ
く
う
な
も
の
で
す
。

組
合
を
つ
く
れ
ば
、
そ
の
悩
み
も
解

消
し
ま
す
し
、
寄
り
合
い
な
ど
の
費
用

や
、
組
内
の
ご
祝
儀
な
ど
の
足
し
に
も

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
組
合
を
つ
く

っ
て
み
よ
う
か
と
思
わ
れ
た
ら
電
話
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ご
説
明
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
自
主
納
税
の
目
的
に

も
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

電
話
は
6
0
1
の
ー
3
2
1
か
ら
収

納
係
を
呼
び
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
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差
別
の
な
い
明
る
い
町
を
　
ー

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
よ
う

〔
ナ
ノ

同
対
審
答
申
か
ら

解
放
運
動
と
融
和
対
策

同
和
問
題
が
政
府
を
は
じ
め
広
く
社

会
一
般
か
ら
注
目
さ
れ
、
深
い
関
心
を

持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正

時
代
後
半
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
契
機

と
な
っ
た
の
は
7
月
7
日
勃
発
し
た
米

騒
動
と
、
1
1
年
3
月
結
成
さ
れ
た
全
国

水
平
社
の
運
動
で
あ
る
。

米
騒
動
は
、
米
価
の
暴
騰
に
よ
り
生

活
難
に
陥
っ
た
広
範
な
低
所
得
階
層
の

憤
激
が
自
然
発
生
的
に
暴
動
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
暴
動
に
都
市
に
お
け

る
同
和
地
区
住
民
が
、
勤
労
者
や
市
民

な
ど
一
般
大
衆
と
と
も
に
多
数
参
加
し

激
烈
な
行
動
に
出
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
同
和
地
区
住
民
の
み

で
米
騒
動
を
起
こ
し
た
の
で
も
な
け
れ

ば
、
差
別
問
題
が
原
因
で
暴
動
化
し
た

も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
同
和
地
区
住

民
が
計
画
的
、
組
綴
的
に
暴
動
を
指
導

し
た
の
で
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
の
経
済
的
影

響
に
よ
る
末
曽
有
の
好
景
気
の
な
か
で

同
和
地
区
住
民
の
大
多
数
が
差
別
の
中

の
貧
困
と
も
い
う
べ
き
劣
悪
悲
惨
な
生

活
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
と
相
ま

っ
て
、
多
年
に
わ
た
っ
て
う
っ
せ
き
し

た
蒼
別
圧
迫
と
慣
ま
ん
が
爆
発
し
て
、

多
数
の
地
区
住
民
を
し
て
米
騒
動
に
参

加
さ
せ
た
。
政
府
を
は
じ
め
一
般
社
会

の
関
心
は
、
そ
の
よ
う
な
反
社
会
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
潜
在
す
る
同
和
問
題
の
深

刻
さ
と
重
大
き
に
集
約
さ
れ
る
。

言
い
か
え
れ
ば
、
米
騒
動
に
よ
っ
て

同
和
問
題
は
新
し
く
再
発
乱
さ
れ
、
重

大
な
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
立
証
し
た
の
が
、
帝
国
公
道

会
主
催
の
同
情
融
和
大
会
で
あ
り
、
大

正
9
年
度
の
国
の
予
算
に
地
方
改
善
費

が
計
上
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
一
回
同
情
融
和
大
会
を
開
催
し
た

の
は
大
正
8
年
で
あ
っ
た
。
大
会
に
は

貴
東
商
院
議
員
、
関
係
各
省
大
臣
を
は

じ
め
、
華
族
、
学
者
、
宗
教
家
、
同
和

地
区
の
有
力
者
な
ど
が
出
席
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
集
し
た
同
和
地
区
の

有
力
者
た
ち
は
別
に
会
合
を
も
ち
対
策

を
協
議
し
た
結
果
、
関
係
各
省
お
よ
び

各
政
党
に
対
し
、
部
落
改
善
に
関
す
る

陳
情
を
行
な
う
と
と
も
に
、
帝
国
議
会

に
請
願
書
を
提
出
し
た
。

一
．

つ
い
で
大
正
1
0
年
2
月
第
二
回
同
情

融
和
大
会
を
開
い
た
が
、
こ
の
大
会
に

は
全
国
各
地
の
同
和
地
区
代
表
が
多
数

参
加
し
た
。
大
会
の
あ
と
同
和
地
区
有

力
者
数
名
が
実
行
委
員
に
選
ば
れ
、
関

係
各
省
に
陳
情
し
て
部
落
改
善
施
策
の

積
極
的
な
実
施
を
要
請
し
た
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
帝
国
議
会
に
次
の
よ
う
な
請

願
を
行
な
っ
た
。

一
、
部
落
民
を
官
公
吏
に
採
用
す
る
こ

と
。

一
、
官
公
文
書
、
身
元
調
査
等
に
特
殊

部
落
又
は
そ
の
他
忌
む
べ
き
文
字
を

記
載
せ
し
め
ざ
る
こ
と
。

一
、
軍
隊
内
に
於
け
る
差
別
待
遇
を
廃

止
す
る
こ
と
。

一
、
教
育
上
に
於
け
る
差
別
待
遇
を
廃

止
す
る
こ
と
。

一
、
部
落
改
善
団
体
を
組
織
す
る
こ

と
。

二
部
落
改
善
調
査
機
関
設
置
の
こ

と
〇

一
、
部
落
改
善
費
は
国
庫
よ
り
支
出
せ

ら
れ
た
き
こ
と
。

二
∴
円
務
省
に
部
落
改
善
事
務
の
局
課

を
設
け
専
任
の
官
吏
を
置
く
こ
と
。

一
、
地
方
庁
円
に
社
会
課
を
設
け
、
部

落
改
善
の
専
任
官
吏
を
置
く
こ
と
。

一
、
北
海
道
に
団
体
移
住
す
る
戸
籍
の

規
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

こ
の
請
願
の
内
容
は
、
当
時
の
同
和

地
区
指
導
者
た
ち
が
同
和
対
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
具
体
的
施
策
を
要
求
し
て

い
た
か
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。

そ
れ
は
明
治
、
大
正
初
期
の
改
良
主

義
運
動
と
基
本
的
に
は
変
わ
り
な
い
要

求
で
あ
る
が
、
内
部
改
善
第
一
主
義
か

ら
脱
却
し
て
行
政
施
策
の
要
求
に
発
展

し
た
と
い
う
点
で
前
進
が
み
ら
れ
る
。

（3）．彪撼

芦嘲即す

－火災は早く正確に

通報しましょう－

どんな小さな火災でも、火災を出したり、

発見したら、とにかく大声を出して「火事だ

－．／」と、家族や近所の人にいち早く知らせ

ることが大切です。一人で火を消そうとした

り’、逃げてしまうと、火災を大きくするばか

りでなく、たくさんの犠牲者をだすことにな

ります。火災を見つけたらすぐに消防署に連

絡しましょう。

〔火災を知らせる方法〕

0大声で「火事だ－」と叫び、家族や近所の

人に知らせる。

0火災を見つけたら、おちついて「消防署」

に町名・番地・目標を知らせる。

0声が出ないようなとき、手近かにある洗面

．器やなべなどを叩いて大きな音を出して知

らせる。

0アパートやマンションなどでは、近くの非

常ベルを押す。

〔対　策〕

いつもなら簡単にできることでも、いざ火

災となるとあわててできなし、ことがありま

す。このようなことをなくし、万一のときに

備えるためにも避難訓練を各家庭でも行なっ

ておきましょう。

0家族にあらかじめ訓練することを伝えてお

き、何かの合図で「火事」を知らせ、避難

の訓練を行なう。

0電話のそばに任所　　◇管内火災・救急発生状況

〔Ｓ50．1．1－Ｓ50．5．30まで（）内は5月分〕

∴ 水 可 芦 屋
岡　垣 遠　 賀 合　 計

彿　 急 128　　　 92 72 75 367
（30） （23） 、（12） （15） （80）

火　 災 9　　　　 3 8 7 27
（2）　 ＣＯ）
ｌ

（0）
1
】 （1〕 （3）

・番地・日凛を書

いて貼っておき、

受話器をとって読

んでみる。



母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
7
月
1
8
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
身
長
・
体
重
の
測
定
、
育
児

相
談
、
家
族
計
画
（
器
具
・

薬
品
も
若
干
準
備
し
て
い
ま

す。）

◇
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

学
校
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の

あ
る
方
は
除
き
ま
す
。
）

◇
料
金
　
無
料

◇
検
診
内
容

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
胸
部
、
心
臓
）

・
成
人
病
検
診
（
血
圧
測
定
、
検
尿
）

㌢
け
ッ
…
愛
好
者
は
参
加
を

町
内
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者

で
、
毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
、
頃
末
の
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
で
棟
習
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
愛
好
者
の
方
は
、
ふ
る
っ
て

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

母
　
親
　
学
　
級

ｌ馳腑肌　昭和50年7月10日酬臓腑肌Ⅱ皿酬仏性ｌⅥｌ帖Ｉｌｌｌｌｌ柵酬服用皿岨

◇
期
日
　
7
月
7
・
1
4
・
2
1
日

◇
料
金
無
料

◇
内
容
　
妊
娠
か
ら
育
児
・
家
族
計
画

◇
場
所
役
場
別
館

露
餌
踊
…
㌍

◇
該
当
す
る
方

大
人
全
員
（
た
だ
し
、
事
業
所
、

検診日時と会場

月 ・日
時　　　　　　 間

10時30分～11時30分 13時30分～15時30分

7 ・14 上 二　 公 民 館 み ず．ほ 公 民 館

・15 下 二 公 民　 館 吉 田 ノ二 公 民館

・16 遠 賀 保 健 所． 青 田 ノ三公 民館

・17 机　　 公 民 館 古 賀　 公 民 館

・1 8 猪 熊 公　 民 館 高 1公 区 集 会 所

ご
利
用
く
だ
さ
い

涼
し
い
学
習
室

◇
場
所
古
賀
区
水
巻
町
立
夢
二
保
育

園
二
時
（
学
習
等
供
用
施
設
）

◇
使
用
日
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
0
日

◇
休
館
日
　
日
曜
日
及
び
8
月
1
4
・
1
5

．
1
6
日

◇
使
用
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

◇
使
用
料
無
料

◇
保
有
図
書
　
図
罠
百
科
辞
典
、
嘉

辞
書
、
日
本
の
歴
史
、
さ
え
ら
伝
記

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

今
年
度
追
加
　
算
数
の
探
険
、
学
習

カ
ラ
ー
百
科
、
は
る
ぷ
世
界
の
絵
本

第
三
集
、
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

寄
贈
書
籍
、
以
上
合
計
三
百
冊

国
　
勢
　
調
　
査

調
査
員
を
募
集

◎
調
査
期
日
　
9
月
2
4
日
～
1
0
月
5
日

◎
募
集
人
員
　
約
6
0
名

◎
募
集
締
切
　
7
月
3
1
日

調
査
員
を
希
望
さ
れ
る
万
、
ま
た
、

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
役
場
・
企
画

開
発
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

こ
の
講
習
会
は
、
年
に
忘
の
開
催

で
、
今
年
は
今
回
限
り
と
な
り
ま
す
の

で
保
母
希
望
者
ま
た
、
現
在
高
等
学
校

3
年
生
の
在
学
者
で
、
卒
業
後
保
母
試

験
受
験
希
望
者
は
、
こ
の
講
習
会
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
7
月
1
2
日

◎
申
込
先
　
役
場
老
人
児
童
課
昂
込

み
用
紙
は
用
意
し
て
い
ま
す
。
）

キ
ャ
ン
プ
場

・
実
技
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
設
営

撤
収
他

◎
参
加
者
負
担
金
　
三
千
円

◎
参
加
申
込
先
　
熊
本
県
阿
靡
郡
一
の

宮
町
東
小
輿
国
立
阿
蘇
百
年
の
家

事
業
課
（
魯
0
9
6
7
2
・
2
，
0

8
1
1
）

◎
申
込
期
限
　
7
月
1
5
日

Ｌネ

盆
踊
り
の
講
習
会

保
　
母
　
試
　
験

準

備

講

習

会

県
で
は
、
昭
和
5
0
年
の
第
2
回
保
母

試
験
を
8
月
下
旬
に
行
な
う
予
定
で
す

が
、
こ
れ
に
先
立
ち
受
験
準
備
講
習
会

を
開
き
ま
す
。

7月のし尿汲取予定日
1日　猪熊．頃末
2日　猪熊．頃末

3日　猪熊．培ノ熊県住．苫田片山・ぬめり石
4日　樋口・細輪地．車返し．鯉口
5日　高松区・三ツ頭区．樋口．苫田垣添．中央
区

7日．高松区・三ツ頭区．う月．古賀・緑風園．
中央区

8日　高松区・三ツ頭区・頃末（15・18区）・机
・古賀・川端商店街．吉田県道坊

9日　頃末（6・11．14区）．川端商店街・上二
°下二．立屋敷・伊左座

1ｍ∃　苫田本村．藍返し

11日　頃末（6・11・14区）・下二町住・吉田大
橋．上二町住・宮ノ下社宅

12日　猪熊
14Ｅ］　猪熊
15日　樋口．机・吉田団地

16日　吉田団地
17日　吉田団地
18日　梅ノ木区・吉田団地
19日　頃末（6・11・14区）・机社宅・上二・‾下
二°伊左ｌ堅．吉田本村

21日　松栄荘・美吉野・頃末（15・18区）・古賀
区．釈社宅・猪熊町住・上二・下二・伊左
座．吉田本村

22日　松栄荘・美吉野・頃末（15・18区）・古賀

区°古賀県住
23日　松栄荘・美吉野・頃末（15・18区）・古賀
区

24日　古賀区．鯉口区．みずほ
25日　鯉口区・古賀．う月．みずほ・幼稚園通り
26日　鯉口区．梅ノ木区
28日　樋口・頃末（6・11・14区）・古賀・幼稚ｉ
園通り

29日　樋口・猪熊・吉田団地（浄化槽）
30日　樋口．猪熊

◎
日
時
7
月
2
2
日
　
′
1
8
時
3
0
分
か
ら

◎
場
所
　
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

◎
講
師
　
英
　
聖
峰

◎
曲
目
○
日
本
晴
れ
ば
れ
音
頭

○
海
女
音
頭

○
新
島
大
漁
節

○
あ
さ
ど
や
ユ
ン
タ

○
ド
ボ
コ
ン
音
頭

な
お
、
体
育
セ
ン
タ
ー
は
土
足
で
は

上
れ
ま
せ
ん
の
で
、
は
き
も
の
を
持
参

く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
こ
等
滑
が
あ
り
ま
し
た

こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

釈
放
小
田
ミ
ヨ
ノ
殿
小
田
イ
サ
ヨ
殿

頃
末

故
末
岡
定
三
郎
殿
末
岡
金
市
殿

医宅
3　3　6　64　7　1　89　8　6　3
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9

　

9

　

9

　

9

6

　

6

　

6

　

6

末
末
日
末

頃
頃
樋
頃

高
　
　
校
　
　
生

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ｒ＼

◎
期
間
　
7
月
3
0
日
～
8
月
2
日

◎
会
場
　
国
立
阿
靡
酉
年
の
家

◎
研
修
内
容

本
館
・
講
演
　
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
に
期
待

す
る
他

「

日　曜　在
7月13日　坂口医院　婦人科
20日　楠本医院　内・児科
27日　森田医院　内・児科
8月3日　永松医院　耳・鼻科

診察時間は　9時から17時、原則として往診はいたしま

せん。

□
　
発
行
人

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
編
　
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－
4
3
2
1
）
　
．
口
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


